研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　　南山苑　入所介護Ｂグループ　　職　種　介護福祉士　　氏　名  野々上　千秋

	期　　間　　平成28年9月27日　～　平成28年11月8日 （約1ヶ月間）

	出張目的    平成28年　介護プロフェッショナルキャリア段位制度　評価者（アセッサ－）講習

	出 張 先    青森観光物産館　アスパム　4階　十和田

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

今回の研修を通し、「介護プロフェッショナルキャリア段位制度」を深く理解できた。研修に参加する前は制度についてほぼ理解出来ていなかったがｅラーニング・集合学習を行う事により制度の理解と共に自分の意識改革にも繋がった。また、この制度を実施する事により、「介護職」の価値を高め仕事に対するやりがいを引き出すものでもあると学んだ。アセッサ－は評価のみではなく、その評価を使いＯＪＴを実施する指導者となる。今まで明確な評価尺度がない介護を実践してきたが、今回の研修を通し、介護とは何か・自分が行っているケアは正しいのかを振り返る良い機会にもなった。他の施設や病院、また法人全体でこのキャリア段位制度を取り入れている事例の紹介を見て、是非、自分もこの制度を活用していきたいと感じた。今後、自分自身や法人内の介護職員の介護技術の向上と個々が明確な目標を持ってやりがいのある仕事が出来るようこの制度を活用していきたいと思う。
· ｅラーニング　9月27日（火）～11月7日（月）

第1部　介護キャリア段位制度について

第Ⅰ章　介護キャリア段位制度の概要　

※介護キャリア段位制度の概要と創設の背景を理解する

第Ⅱ章　評価者（アセッサ－）の役割と評価の手順　

※評価者（アセッサー）の役割と内部評価の手順を理解する

第Ⅲ章　介護キャリア段位制度による「できる（実践的スキル）」の評価

※「できる（実践的スキル）」の評価基準を理解する

第Ⅳ章　介護キャリア段位制度を活用したＯＪＴの推進

※介護キャリア段位制度を活用したＯＪＴの推進方法を理解する

第2部　介護キャリア段位制度の評価項目と評価方法の理解

・Ⅰ－1　入浴介助
　・Ⅰ－2　食事介助　

・Ⅰ－3　排泄介助
　・Ⅰ－4　移乗・移動・体位交換

　・Ⅰ－5　状況の変化に応じた対応

　・Ⅱ－1　利用者・家族とのコミュニケーション

　・Ⅱ－2　介護過程の展開
　・Ⅱ－3　感染症対策・衛生管理
　・Ⅱ－4　事故発生防止
　・Ⅱ－5　身体拘束廃止
　・Ⅱ－6　終末期ケア
　・Ⅲ－1　地域包括ケアシステム
　・Ⅲ－2　リーダーシップ
　第3部　動画演習
　第Ⅰ章　動画演習1「杖歩行の介助」
　第Ⅰ章　動画演習2「体位交換」

　第Ⅱ章　評価の根拠となる「利用者の状態」と「介護の内容」の作成ポイント
　第Ⅲ章　動画演習3「食事介助」

　第Ⅲ章　動画演習4「排泄介助」

　第3部　まとめ
確認テスト
トライアル評価
アンケート・修了確認

＜ｅラーニングについて＞

　介護キャリア段位制度は、一定の実務経験等を有したものが評価者となり、施設内の介護職員の実践的スキルを評価した結果に基づき、レベル認定する制度である。アセッサ－の役割は大きく2つある。1つ目は評価基準に照らして客観的な評価を行っていく事。2つ目はＯＪＴ指導者として被評価者へ指導を行い、被評価者のスキルを向上させることである。ｅラーニングにて制度を理解した後、トライアル評価を実践した。評価を行うにあたり、被評価者の介護技術の他、利用者の疾病・ＡＤＬや疎通状態等利用者の状態を正確に理解しなければ評価は出来ない事に気が付いた。また、第三者の外部評価がある。第三者に内部評価の適正性を証明するため、利用者の情報・被評価者の言動を詳細に記載しなければならない。そのため、記録は具体的かつ客観的に記載する技術も必要となる。今後、介護技術に関する深い理解力・評価力・指導育成力・実行力を向上できるよう努めたい。

· 集合学習　11月8日（火） 9:30～17:00

～介護キャリア段位制度の意義～

　　講師：兵庫県立大学大学院経営研究科教授　筒井孝子氏

　介護の現状として、介護サービスにおける質の評価の難しさがある。理由として、サービスは一過性であり再現性がないため質の評価の正しさが評価できない事・サービスを受ける人によって同じサービスでも評価の度合いが異なる事・同じ人が同じサービスを受けていても、その人の置かれているTPOによって評価が異なる事・付帯サービスによって、評価対象となっているサービス本体の評価が変わる事等がある。今までの評価基準では「適切に」「安全に」「スムーズに」といった言葉が用いられ、具体性に欠けていた。キャリア段位制度における評価基準は具体的なケアや業務内容を記載し現認を重視している。「適切に○○している」「確実に○○できる」といった抽象的な基準ではなく「出来る」「出来ない」で評価できる客観的な基準である。キャリア段位制度の取り組みにあたり必要なこととして１、目標の明確化（なぜ取り組むのか）２、計画策定（取り組みのスケジュール感をつかむ）３、範囲の明確化（実施範囲（対象人材）を定める）がある。

～評価者（アセッサ－）の役割～

　　講師：公益社団法人日本介護福祉士会　前名誉会長　田中雅子氏

　アセッサーの役割として、評価基準に照らして客観的で公正な評価を行う事、OJT指導者として被評価者へ指導を行い被評価者のスキルを向上させる事がある。介護の基本理念として・尊厳の保持（自己決定の尊重）・自立支援・安全・根拠に基づくケア・生活の継続。これらの理念に基づいた適切な介護技術の提供が必要となる。介護キャリア段位制度の評価基準は、介護の理念に基づいた介護行為を具体的に示した評価基準である。

～トライアル評価を用いた演習～

　　講師：横浜創英大学看護学部教授　田中彰子氏

　　　　　国立保健医療科学院研究員　大夛賀　政昭氏

　介護の基本理念に基づいた適切な介護技術の提供は「記録」に現れる。ｅラーニングにて作成したトライアル評価を使用し、隣の席の受講者と交換。第三者として隣の席の受講者が作成した評価表を確認。内容が薄く、記録では読み取れない部分が多々あった。例えば「声掛にて本人の同意を得ていた」という記載でも、どのような声掛をして利用者がどのような反応があって同意を得たのか不明な事等。その後、自分の評価表を再度見直すと同様の事が多々あった。そこで、利用者の状態や被評価者の言動を記録で読み取る際に記録の大切さに気付く。被評価者の適正さを伝えるために記録は重要な判断材料である。

～評価項目の理解（認知症ケア・地域包括ケアシステム）～

　　講師：＜認知症ケア＞公益社団法人日本介護福祉士会　前名誉会長　田中雅子氏

　　　　　＜地域包括ケアシステム＞兵庫県立大学大学院経営研究科教授　筒井孝子氏

＜認知症ケアについて＞

　2025（平成37）年には認知症高齢者は約700万人前後、65歳以上の高齢者の約5人に1人の推計となる。現在、認定を取った利用者調査票の内訳を見ると評価対象の約9割が認知症の方（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ｍ）を選定している。そのため、現在認知症に関わる評価項目を加える検討をしている。

＜地域包括ケアシステムについて＞

　今後、更に地域の包括的な支援・サービス提供体制の構築が必要となる。地域包括ケアシステムの評価項目の構成として１、地域内の社会資源との情報共有２、地域内の社会資源との業務協力３、地域内の関係職種との交流４、地域包括ケアの管理業務である。地域包括ケアシステムの評価項目を実践し地域の要となる存在になる事が重要である。

～介護キャリア段位制度を活用したＯＪＴの推進～

　　講師：公益社団法人日本介護福祉士会　前名誉会長　田中雅子氏

＜活用事例１＞
　・新規採用職員の育成に活用
　導入目的…利用者の情報把握　より的確に行えるスキルを身に付ける
　　　　　　利用者のニーズに即した介護実践力を構築する為
　＜活用事例2＞

　・2,3年目の職員・ベテラン職員への適切な介護スキル振り返りに活用
　導入目的…個別ケア実現のための介護の質向上の為
　　　　　　経験や勘に基づく介護ではなく科学的根拠に基づく介護を取り入れるため
　＜活用事例3＞

　・次世代リーダー、サブリーダー育成に活用
　導入目的…介護スキル向上・人材育成の実施を明示　その遂行の為
　　　　　　質で地域に選ばれる事業所・施設になるため
　＜活用事例4＞

　・評価項目を育成ツールとして活用
　導入目的…ふくい介護人材育成宣言事業所
　　　　　　施設長の命令でアセッサー講習を受講

　＜活用事例5＞
・評価項目に基づきＯＪＴチームを編成
　導入目的…法人の方針として人材育成を重視「連携」「標準化」「可視化」を掲げる
　　　　　　その方針とキャリア段位制度のコンセプトが一致
　　　　　　重点方針が繋がる

　活用事例から見た取り組みのコツとして共通点は●チーム内での取り組みについて説明・意識付けを十分に行う●チーム内においてキャリア段位制度の評価項目を理解を浸透させる●介護職員の個性・個人を尊重したＯＪＴ指導計画を立てる

～講習総括～

　　講師：兵庫県立大学大学院経営研究科教授　筒井孝子氏

　

　介護スキルに関するＯＪＴの取り組みを成功させるポイントは「日常的に介護スキルについて考える文化をもったチームを作る事」である。チーム・チームリーダー・管理者が適切な介護技術を提供する事について日々「考える」「話し合う」チーム作りが重要である。
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